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３．Visual Basic を起動して自分でマクロ作成する方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．マクロの割り付け  

③ここからマクロを記述する 

②「標準ﾓｼﾞｭｰﾙ」がない時には 

Microsoft Excel Objects を 

右クリックして「標準ﾓｼﾞｭｰﾙ」

を挿入 

①ここをクリック 
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（例１） 

Sub テスト（） 

 

    Range("A1").Value = 100 

 

End Sub 

 

 

 

 

 

（例２） 

Sub テスト（） 

 

    MsgBox ("ようこそ VisualBASIC へ！！") 

 

End Sub 

 

 

 

 

 

 

注意）ここでそれぞれのマクロを試しに実行するには、メニューの実行や実行ボタンを押す 

 

 

 

  

このマクロは、 

EXCEL のセル A1 に 100 と

いう数字を入力する 

このマクロは、 

「ようこそ VisualBASIC へ！！」

という文字列を表示する 

ここに直接マクロプログラムを記述 
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４．コントロールツールボックスからボタンなどを配置してマクロを作成する 

（2003 以前：参考） メニューの ［表示］−［ツールバー］−［コントロールツールボックス］ 

 

（2007 以降） 「挿入」をクリック→「フォームコントロール」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ボタンのセットの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①上記のコントロールでボタンを

選択し、シート上でドラッグして

自由な大きさでボタンを作成 

②マクロ名を作成するマクロの

内容に応じた名前に変更して 

「新規作成」 をクリック 

③マクロ名を「実行」とした例 

④ここからマクロを記述する 

※動作確認はこののように記述 

⑥文字のところをクリックし

て文字を編集する。 

（内容に合った名前にする） 

⑤作成が終了したら閉じる 

ここをクリック 
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●マクロの表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ここをクリック 

実行もできる 

編集できる 
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●オブジェクトの編集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

オブジェクトを右クリックするとこの

ように枠線が現れ、移動やサイズ

の変更などができるようになる 

またこのようなショートカットメニュー

が出るので、マクロの登録の再設

定やコントロールの書式設定など

も行うことができる 

画面の余白をクリックすると元に戻

り、マクロが実行できるようになる 
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５．画像を配置してボタンにする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ・以下のように、必要なプログラムを前もって作成してあるものとする 

  

① 先に、適当な画像を張り付けてお

く 

②画像の上で右クリック 

③「マクロの登録」を選

択 

④目的のマクロを選択し

て、「OK」をクリック 

・マクロの実行は、画像を 

ボタンとしてクリック 
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６．ユーザーフォームを作成して、そこにマクロを割り付ける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ここにツールボックスのコン

トロールを配置して作成する 

②右クリックして「挿入」→ 

「ユーザーフォーム」を実行 

①ここをクリック 

●右クリックで 

コードの表示 

・UserForm1.Show vbModeless：フォームを開く 

・Unload UserForm1（or Unload Me）：フォームを閉じる 
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●ユーザフォームの実行方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●使用例 
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○ファイル選択ダイアログ 

ダイアログの「開く」ボタンを押せば選んだファイルのフルパスが実行結果として返り、「キャンセル」ボタンを押したときは False が返ります。 

Sub prcApplicationGetOpenFilename() 

 

    Dim vntFileName As Variant 

 

    'ファイルを開くダイアログを開きます 

    vntFileName = _ 

        Application.GetOpenFilename( _ 

             FileFilter:="エクセルファイル(*.xls),*.xls" & _ 

                         ",CSV ファイル(*.csv),*.csv" _ 

           , FilterIndex:=1 _ 

           , Title:=" ファイルオープンダイアログ" _ 

           , MultiSelect:=False _ 

            ) 

 

    'ファイルが選択されているときは 

    '選択したファイルを Workbooks.Open メソッドで開きます 

    If vntFileName <> False Then 

       Workbooks.Open Filename:=vntFileName 

    End If 

 

End Sub 
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７．Excel を開いたときにマクロを実行させる方法 

ワークブックを開いたときに自動実行したい場合は、ワークブックが持つマクロのイベント 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

③その他 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークブックを開いたときに自動実行したい場合は、 

①ワークブックが持つマクロのイベントWorkbook/Openという所にコードを記述するか、 

②標準モジュールの中に Auto_Openという名前のプロシジャを作っておく 2 種類の方法があります。 
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●ファイルオープン・ダイアログ 

 

開くブックをユーザーに選択してもらう場合は、[ファイルを開く]ダイアログボックスを表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書式 

GetOpenFilename FileFilter, FilterIndex, Title, ButtonText, MultiSelect 

 

 どんな種類(拡張子)のファイルを表示するかは、引数 FileFilter で指定します。 

  例）"Microsoft Excel ブック,*.xls?" 

 

複数の拡張子を表示したいときは、表示したい拡張子をセミコロン(；)で区切ります。 

 

 

 

 

 

ユーザーが[キャンセル]ボタンをクリックしたかどうかは、次のように判定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Sub Sample1() 

    Dim OpenFileName As String 

    OpenFileName = Application.GetOpenFilename("Microsoft Excel ブック,*.xls?") 

    Workbooks.Open OpenFileName 

End Sub 

 

Sub Sample2() 

    Dim OpenFileName As Variant 

    OpenFileName = Application.GetOpenFilename("Microsoft Excel ブック,*.xls?") 

    If OpenFileName <> False Then 

        Workbooks.Open OpenFileName 

    Else 

        MsgBox "キャンセルされました" 

    End If 

End Sub 
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８．Function を作成して利用する 

 

 ・祭日判定関数（１つの例） 

  IsHoliday（ｾﾙ：日付） ： 祭日の時は、TRUE 

                祭日ではない時は、FALSE 

               を返します。 

 

 

 

●祭日判定関数用マクロ（標準モジュールに記述） 

 注意）祭日は、この関数の中に具体的に記述しています。 

    現在は、2010/1/1 から 2017/12/31 までの範囲で記述しています。 

    途中で、法律が改正され、祭日が増えたり、減ったり、移動したりした場合には 

    変更して下さい。また、2017/12/31 以降は、必要となった時点で追記して下さい。 

    ただし、この部分の記述文字数には限度がありますので、古い年のものは削除する 

    必要が出る場合もあります。 

 

Function IsHoliday(d As Date) As Boolean 

    Dim expr As String 

    expr = Format(d, "yyyy/mm/dd") 

     

    Const Holidays = _ 

        "2010/01/01 2010/01/11 2010/02/11 2010/03/21 2010/03/22 2010/04/29 2010/05/03 2010/05/04 2010/05/05 

2010/07/19 2010/09/20 2010/09/23 2010/10/11 2010/11/03 2010/11/23 2010/12/23 " & _ 

        "2011/01/01 2011/01/10 2011/02/11 2011/03/21 2011/04/29 2011/05/03 2011/05/04 2011/05/05 2011/07/18 

2011/09/19 2011/09/23 2011/10/10 2011/11/03 2011/11/23 2011/12/23 " & _ 

        "2012/01/01 2012/01/02 2012/01/09 2012/02/11 2012/03/20 2012/04/29 2012/04/30 2012/05/03 2012/05/04 

2012/05/05 2012/07/16 2012/09/17 2012/09/22 2012/10/08 2012/11/03 2012/11/23 2012/12/23 2012/12/24 " & 

_ 

        "2013/01/01 2013/01/14 2013/02/11 2013/03/20 2013/04/29 2013/05/03 2013/05/04 2013/05/05 2013/05/06 

2013/07/15 2013/09/16 2013/09/23 2013/10/14 2013/11/03 2013/11/04 2013/11/23 2013/12/23 " & _ 

        "2014/01/01 2014/01/13 2014/02/11 2014/03/21 2014/04/29 2014/05/03 2014/05/04 2014/05/05 2014/05/06 

2014/07/21 2014/09/15 2014/09/23 2014/10/13 2014/11/03 2014/11/23 2014/11/24 2014/12/23 " & _ 

        "2015/01/01 2015/01/12 2015/02/11 2015/03/21 2015/04/29 2015/05/03 2015/05/04 2015/05/05 2015/05/06 

2015/07/20 2015/09/21 2015/09/22 2015/09/23 2015/10/12 2015/11/03 2015/11/23 2015/12/23 " & _ 

        "2016/01/01 2016/01/11 2016/02/11 2016/03/20 2016/03/21 2016/04/29 2016/05/03 2016/05/04 2016/05/05 

2016/07/18 2016/09/19 2016/09/22 2016/10/10 2016/11/03 2016/11/23 2016/12/23 " & _ 

        "2017/01/01 2017/01/02 2017/01/09 2017/02/11 2017/03/20 2017/04/29 2017/05/03 2017/05/04 2017/05/05 

2017/07/17 2017/09/18 2017/09/23 2017/10/09 2017/11/03 2017/11/23 2017/12/23 " 

 

    IsHoliday = InStr(1, Holidays, expr) > 0 

 

End Function 
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９．イベントプロシージャの作成 

 

イベントプロシージャは、大きく①ワークブックのイベントと②ワークシートのイベン

トの 2つに分類することができます。 

 

①ワークブックのイベント 

 

 

例） Private Sub Workbook_Open() 

    'エクセルのウィンドウを最大化します 

     Application.WindowState = xlMaximized 

 End Sub 
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②ワークシートのイベント 

 

 

例） Private Sub Worksheet_Activate() 

    ActiveSheet.Range("A1").Select 

 End Sub 

 

 

Change イベントと Calculate イベントについて 

ちょっとわかりづらいのが「Changeイベント」と「Calculateイベント」です。 

Changeイベントは一般的に「値が変更された時に発生する」とありますので、セルの値が

「1」→「2」に変更された時に発生ものと思っていました。 

しかし数式で計算されて値が変更した場合、Calculateイベントのみ発生し、Changeイベ

ントは発生しません。 

考えてみればそれも当然で、見ための値は変更しててもセルの中に入っている数式（仮に

=SUM(A1:A5)）は変更されてないからなんですね。 

だけど値を変更してなくてもセルを編集モードにすると Changeイベントが発生します。 
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